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[1] A,B を R の Lebesgue 可測部分集合とする．∫
R
µ((A+ x) ∩B) dx = µ(A)µ(B)

であることを示せ．ただしここで，µは Lebesgue測度でありA+x = {y+x | y ∈ A}
である．

[2] 各 k = 1, 2, 3, . . . について，[0, 1]上の正値連続関数 gk(x)が次の 2条件を満たし
ているとする．

(a) x /∈ [
1

k + 1
,
1

k
]ならば，gk(x) = 0.

(b)

∫ 1

0

gk(x) dx = 1.

この時，[0, 1]× [0, 1]上の関数 f(x, y)を，

f(x, y) =
∞∑
k=1

(gk(x)− gk+1(x))gk(y)

と定める．この時，次の問いに答えよ．

(1)

∫ 1

0

(∫ 1

0

f(x, y) dx

)
dyと，

∫ 1

0

(∫ 1

0

f(x, y) dy

)
dxを求めよ．

(2) この例では Fubiniの定理の仮定の何が成り立っていないのか，説明せよ．

[3] f, g ∈ L1(R)のとき，実数 t について∫
R
(f ∗ g)(x)e−ixt dx =

∫
R
f(x)e−ixt dx

∫
R
g(x)e−ixt dx

であることを示せ．

[4] x > 0に対して
1

x
=

∫ ∞

0

e−xt dtであることとFubiniの定理を使って lim
c→∞

∫ c

0

sin x

x
dx

を求めよ．


